
 
 

 
 
 

 現在、松本働基準監督署管内において、作業中に「はしご」や「脚立」等から墜落したことによる死亡災害・
重篤災害が続発しています。 
年末や年度末には設備の整備、点検、清掃作業等で、「はしご」や「脚立」を使用する機会が増加します。 
管内各事業場におかれては、職場内における「はしご」「脚立」の使用状況を再確認するとともに、裏面記

載の「使い方」を参考に、正しく安全な使用方法を徹底されますよう、職場における周知をお願いします。 

令和元年（平成 31年）の「はしご・脚立等」からの墜落災害事例一覧（松本署管内発生分） 

 

№ 被災者 災 害 発 生 状 況 
 1 40 代 男性 機械設備の点検作業のため、高さ約 2ｍの「脚立」の最上部に上った際に、

足を滑らせ墜落した。 
 2 30 代 男性 室内のロフト設備から降りる際に、ロフトに立てかけた「はしご」の脚部が

滑り、はしごとともに約 2ｍ墜落した。 
 3 70 代 女性 室内において、照明器具を取り外すために上った「三脚脚立」から降りる際

に、残り約 50cm の高さで足を踏み外し転落した。 
 4 30 代 男性 「脚立」に上って家屋の窓ガラスを清掃作業中、誤って足を踏み外し墜落し

た。 
 5 40 代 男性 樹木の伐採作業のために上った「脚立」の高さ約 2ｍの場所からバランスを

崩して墜落した。 
 6 50 代 男性 樹木剪定のため高さ 8ｍの「はしご」を周囲に親綱を張ることで固定し、こ

れに上って作業していたところ、親綱のうち一本を結び付けてあった鉄柱
が倒れたために、はしごも倒れてしまい、約 6ｍの高さから墜落した。 

 7 50 代 女性 室内のカーテンを設置するために、「脚立」に上って作業していたところ、
バランスを崩して墜落した。 

8 50 代 女性 道路上に垂れ下がったケーブルを引き上げようと「脚立」の上で作業中、通
りがかったトラックがケーブルに接触し、脚立ごと引き倒される形となり、
墜落した。 

 9 50 代 男性 トラック荷台上での作業を終え荷台から降りる際に、あおりを跨いで、昇降
用に使用していた「足場台」の天板に足を乗せたところ、足場台がズレ動
き、バランスを崩して約 1.2ｍの高さから墜落した。 

10 20 代 男性 自動ドアの部品交換作業を「脚立」に上って行っていたところ、動作の勢い
でバランスを崩し、約 1.2ｍの高さから墜落した。 

11 40 代 男性 バス車両を洗浄作業するために「脚立」に跨る形で作業していたところ、平
坦な場所ではなかったこともあり脚立がぐらつき、バランスを崩して墜落
した。 

12 10 代 男性 冷蔵倉庫内で「脚立」に上り、製品の整理作業を行っていたところ、足を踏
み外して墜落した。 

13 60 代 男性 「三脚脚立」に上り樹木の剪定作業中、バランスを崩して約 2ｍの高さから
墜落した。 

14 70 代 男性 照明器具の点検作業中、「脚立」をはしご状にして使用していたところ、脚
立が折れて墜落した。 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

はしご・脚立作業時の労働災害では、高さ 
１ｍ程度の場所からの墜落による死亡災害や 
重篤災害も発生しています。 
まさに「1ｍは一命を取る」 
いわゆる「高所作業」には満たない高さに 

おける作業であっても「墜落時保護用」機能 
を有した保護帽を着用するようにしましょう。 
 

 

  

 
※上に示した四つの図表（ミニポスター）は軽金属製品協会が作成したものです。        Ⓒ軽金属製品協会（無断転用禁止） 
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